
 

みやけ保育園 しおり（重要事項説明書） 
〈2023年4月1日 現在〉 

 

１，事業者の運営主体 

事業者の名称 社会福祉法人 親和会 

代表者氏名 理事長 時枝 輝明 

法人の所在地 福岡県福岡市南区向新町 ２丁目１６番１号      

法人の電話番号 092-565-6455 

定款の目的に定めた事業 第２種社会福祉事業 保育所の経営 

 

２，施設の概要 

名称 みやけ保育園 

所在地 福岡県福岡市南区向新町２丁目１６番１号 

電話番号  (代表)092-565-6455  (クラス直通)092-403-5006 

法人創立年月日 昭和45年12月 3日 

事業認可年月日 昭和46年 4月 1日 

施設長氏名 園長 時枝 亮仁 

利用定員 
０歳児…２７名    １歳児･･･３６名    ２歳児…３６名 

３・４･５歳児…１３１名   計２３０名  

職員数 ４０名程 

特別保育の実施状況 延長保育（標準時間の方１８：００～・短時間の方は７項に詳細） 

自己評価の概要 
職員による保育内容等の自己評価を毎年２度実施し、保育の向上に努

めています 

職員への研修の実施状況 
月2回の園内研修、県や市が主催するもの、他園の公開保育や意見交

流会に参加、外部講師の出前研修など 

嘱託医 
いでこどもアレルギークリニック 井手康二医師 

〒811-1311 福岡市南区横手3-32-19 （092）589-3000 

苦情解決制度 

解決責任者 園長 時枝亮仁 窓口 副園長 時枝明代 

第三者委員 弁護士 梅野 茂夫氏   理事 吉岡 東氏 

（詳細はホームページや掲示をご確認下さい。） 

 

３，施設設備の概要 

敷地 面積  ２００６．００㎡ 

建物 鉄筋コンクリート造２階建て 延べ床面積１２３９．５０㎡ 

施設の内容 保育室１０室 面積８５０.５９㎡、調理室５６.３２㎡ 

乳幼児用トイレ３箇所  沐浴槽４箇所 

屋外遊戯場４８４.０１㎡ 

設備の種類 全室冷暖房、超音波次亜塩素噴霧器、消防用設備、消火器具、防犯カメラ、    

電子錠、セキュリティ(国際警備保障)、スチームオーブン 

 

 

 



４，運営方針 

〔理念〕 子ども達がしなやかに育つ保育園を目指します。 
 

（１） 子どもが自発的、意欲的に関われるような環境の構成と、 

そこにおける子どもの主体的な活動を大切にすること。 

（２） 子ども一人一人の発達について理解し、一人一人の特性に応じ、 

発達の課題に配慮して保育すること。 

（３） 子どもは多様な大人、子ども同士の体験から、社会を学んでいくこと。 

（４） 保育者は、子どもが自発的、主体的、多様な人との関係の中で活動するために、 

いつでも駆け込める愛着（見守る）という存在であること。 

（５） 子ども同士の中で刺激しあうということから、様々な年齢との関わりを保障すること。 

（見て、真似して、関わって、教わって、教えて、一緒に取り組む） 

（６） 子どもを、男女、しょうがい、年齢による刷り込みを持たないこと。 

（７） 子どもが自立していくこと、自己の意思を表明しようとすることを 

保育者は妨げてはならない。 

（８） 保育者は、子どもに奉仕したり、世話をしたりする人ではなく、 

一人の人格を持った人として、子どもと共に生活すること。 

 

５，職員構成 

職 名 人数 職 名 人数 

園長・副園長  2人 栄養士・調理員 5人 

主任保育士 １人 保育補助、清掃 6人 

保育士 25人 嘱託医(小児科) 1人 

 

６，開所日及び休所日 

開園日 月曜日から土曜日まで 

休園日 日曜日、国民の祝日、年末年始（１２月２９日から１月３日）、

園の地域が警戒レベル4の気象状況時 

 

７，保育標準時間認定に関する保育時間及び延長保育時間 

 

８，年間行事予定 

4月 入園式 5月 保育参観週間 7月 七夕 夏祭り 

10月 運動会  交通安全教室 11月 遠足(4・5歳) 12月 保育参観週間 

2月 生活発表会 卒園遠足(年長) 3月 卒園式  

◎毎日の保育： 自発的な生活・子ども同士の関わりを通し、学び合う環境を用意する 

◎毎月1回： 発育測定・避難訓練・お楽しみ会  

◎課外教室（委託）：スイミング（3･4・5）サッカー教室（4・5）ピアノ教室（3・4・5）英会話（3・4・5） 

 

標準時間 （保育時間）7：00～18：00 （延長）18：01～19：00 

短時間保育 （保育時間）9：00～17：00 （延長）朝7：00～8：59もしくは夕17：01～19：00 
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９，保育利用料金 

保育利用料 
福岡市からの納入通知書を持って金融機関で口座振替の手続きをします。（園の諸費用と

は別です）  ※「福岡市インターネット口座振替受付サービス」で検索。 

給食費 0～2歳児は保育料に含まれる ・ 3～5歳児 主食+副食 1,300円+5,200円 

延長保育料 
(単発)１時間あたり600円 上限5,000円/月(短時間保育利用の方は別) 

月単位で精算となります。翌月26日口座引落し 

短時間保育利用者 
9：00～17：00前後の時間帯を利用された場合、それぞれ１時間毎に600円です。 

＊注：上限額は適用されません。 

 

10，実費徴収 保育料のほかに，保護者にご負担いただくものとして以下のものがあります。 

0～5歳 カラー帽子（年齢別で卒園まで同色） 1,200円 

使用者のみ 紙おむつ処分代（おしり拭き500円/年） 300円/月 

0～4歳 貸寝具・洗濯代 550円/月 

3～5歳 登園カバン 4,600円 

3～5歳 体操服上下(半袖、長袖) 5,300～

8,900円 

3～5歳 教材費（自由画帳・道具箱・粘土セット） 3,000円程度 

3～5歳 主食代（主に米。麺やパンの提供もあり） 1,300円/月 

3～5歳 副食代（おかず） 5,200円/月 
※忘れ物購入 手拭きタオル500、体拭き300，おしぼり200，パンツ400、紙おむつ50  

(円) 
※手拭き、体拭き等忘れ物があった場合は購入して頂くことになります。 

◎お支払い方法は、口座振替(保育料とは別)となり現金徴収は致しません。翌月26日引落し。 

 

11，給食について 

当園の給食の方針 

保育園の給食は、全ての活動の源となる大切なものと認識し、安全でおい

しい給食を目指しております。核家族が増え、個食になりがちな時代の今、

セミバイキングで自分の食べる量を決め、会食を楽しむスタイルにしてい

ます。基本、日本食が中心ですが、時折世界の料理を紹介して、話題作りの

献立作成にも取り組んでいます。野菜の栽培やクッキングライブに参加す

るなど、食への興味・意欲を育てます。 

献立表 
福岡市の作成する献立が原案で、季節の食材などを意識して保護者の方

へは、毎月月末に翌月の献立表をお配りします。 

食物アレルギー等

への対応 

アレルギーが疑われる場合、アレルギー検査をお願いしています。医師の

診断書又は検査結果に基づき、個別にご相談の上、除去食か代替食で対

応しております。 

衛生管理等 
水質検査を年２回実施しています。井戸水は使っていません。 

栄養士、調理師、乳児担当者は毎月検便を行っています。 

福岡市の指導監査の指導による衛生管理を行なっています。 

 

１２，入園時に必要な書類等 

① 児童票 

② 緊急連絡票 

③ 健康診断票 

④ 喫食表 

⑤ 「アレルギー症状」や「熱性けいれん」をお持ちの方は診断書と必要書類 

 

 



１３，留意して頂きたいこと  (ご確認頂き、ご理解頂けましたら☑印をご記入下さい。) 

□ 出欠、遅刻の連絡 

給食準備のため9：00までに連絡帳アプリにてご連絡お願いします。(電話も可) 

登園・降園ボタンの押し忘れにご注意ください。 

ご連絡がない方には、園より安否確認の電話を致します。 

□ お迎えについて 

お迎え者や時間を変更される場合は、連絡帳アプリで早めにお知らせください。 

お仕事が終わり次第、お迎え優先でお願いします。 

小学生によるお迎えはご遠慮ください。 

□ 降園時の注意 

駐車場の台数に限りがありますので駐車場利用は5分以内でお願いします。 

（駐車場待ちの列で、近隣の方よりクレームを受けています。） 

園の外は公道のため一般車両も通行しますので、お子さまの手を離さないで下さい。 

立ち話や通話などでお子さまから目を離さないで下さい。 

□ ケガについて 

軽い応急処置で済む外傷は、流水でよく洗いなるべく自然治癒に任せています。 

キズパワーパッドを使用する場合があります。 

緊急受診の必要性が高い場合は、勤務先へご連絡し、病院までは園の職員が搬送致しま

す。処置を行う際に保護者の了解が必要となりますので、お立合いや携帯でやり取りをさせて

頂きます。保険証の提示や再診につきましては、保護者の方にお願いする場合があります。 

□ 感染症について 
学校保健法や福岡市医師会に従い、医師からの治癒証明となる「意見書(医師記入)」をもらっ

た上で登園して頂きます。(別紙参照) 

□ 病気について 

病児預かりが出来ませんので、37.5℃以上の発熱で一度保護者に連絡します。 

38.0℃前後は原則としてお迎えをお願いします。 

下痢が２回以上続くと脱水症状になる可能性もありますので、緊急のお迎えをお願いする場合

があります。 

□ 投薬について 

お薬の預かりは原則として行ないません。「ダイアップ、エピペン等」の緊急時に投与が必要と診

断された方は、「薬の連絡票」に医師のサインをもらってご依頼下さい。(次項参照) 

保育園は健康なお子さんをお預かりする施設です。投薬が必要な時は、なるべくご家庭で

静養されることをお勧めします。 

□ 
緊急時における 

対応 

園では状況に応じ、園児の安全を確保することに全力を尽くすと同時に、保護者の方に連

絡帳アプリや電話にてお知らせします。可能な限り速やかにお迎えに来て下さい。 

□ 延長保育利用 

延長保育を利用される方は、「延長保育利用申請書」が事前に必要となります。  

閉園時間は19：00です。必ず19：00を過ぎないよう、お迎えをお願いします。 

閉園時間以降のご利用は別途料金を頂きます。 

□ 土曜保育利用 
土曜保育が必要な方は、「土曜保育利用申請書」が事前に必要となります。 

行事のある土曜日は、一緒に参加して頂くか家庭保育をお願いする場合もあります。 

□ 
予防接種につい

て 

定期予防接種は個人防衛、集団防衛の意味においても接種を受ける必要があります。入園前ま

でに受けられる定期予防接種は済ませておきましょう。又、入園後も計画的に行い、予防接種を

された際は担任が児童票に記載しますのでお伝え下さい。 

予防接種後の登園はお控え下さい。 

□ 
写真掲載につい

て 

園のホームページ、サイト上での写真販売でお子さまの写真を掲載します。 

お子さまの写真掲載をお断りされる方は、お申し出下さい。 



１４，保育園と保護者の連絡について 

 

① 連絡帳アプリにて、保育活動や園だよりを掲載します。 

② 送迎時の伝達は、保育をしながらになりますので簡潔になります。ご相談や込み入った内容のお話

をご希望の場合は、改めて面談の時間を設けますので、事前に担任へお申し出下さい。 

③ 緊急時に電話連絡する場合は、クラスと直通の番号を使用します。代表番号と保護者用番号のどち

らもご登録をお願いします。 

 

１５，災害共済給付制度について  

 保育園の管理下における園児の災害（負傷、疾病、障害又は死亡）に対して、保育園と保護者の同意を

得た上で共済掛金を集め、保育園が一括で加入する災害共済給付（医療費、障害見舞金、死亡見舞金の

支給）を行なう、国と保育園と保護者の三者で負担する、互助共済制度に加入しています。毎年掛金を

納めることで、加入は継続されます。（毎年5月頃に250円を徴収させて頂きます） 

医療費の請求に当たりましては、負傷、疾病の場合、療養に要する費用が５，０００円以上ご負担になら

れた場合につきます。 

 

小児科医会が作成する保育園に登園できる体調の目安  （参考資料） 

 

 
 

 

 

 



保育園での投薬について 
※保護者の方が投薬に来られる場合は、薬の連絡票は必要ありません。 

本来、園で第三者(職員)が薬を飲ませることは医療行為として位置づけられて

おり、第三者がそれを行うことが制限されております。診察の際、医療機関で保

育園に通っていることを伝え、やむを得ず昼間に保育士が飲ませる必要がある

場合のみ、日本保育園保健協議会の指針(下記参照)に沿って対応させていた

だきます。 

～日本保育園保健協議会の指針より～ 

日本保育園保健協議会 
 

1. 主治医の診察を受けるときは、お子さんが現在○○時から○○時まで保育園に在園していることと、保

育園では原則としてくすりの使用ができないことをお伝えください 

2. お子さんのくすりは、本来は保護者が登園して与えていただくのですが、緊急止むを得ない理由で保護者が

登園できないときは、保護者と園側で話し合いのうえ、保育園の担当者が保護者に代わって与えます。この場

合は万全を期するため「薬の連絡票」に医師の指示書と必要事項を保護者の方に記載していただき、くすりに

添付して保育園に手渡していただきます。 

3. くすりは、お子さんを診察した医師が処方し調剤したもの、或いはその医師の処方によって薬局で調剤し

たものに限ります。 

4. 保護者の個人的な判断で持参したくすりは、保育園としては対応できません。 

5. 座薬の使用は原則として行いません。やむを得ず使用する場合は医師からの具体的な指示書を添付してくだ

さい。なお使用に当たっては、そのつど保護者にご連絡しますのでご了承ください。 

6. 初めて使用する座薬については対応できません。 

7. 「熱が出たら飲ませる」「咳が出たら…」というように症状を判断して与えなければならない場合は、保育園と

してはその判断ができませんので、投薬できかねます。 

8. 慢性の病気（気管支喘息・てんかん・糖尿病・アトピー性皮膚炎などのように経過が長引くような病気）の、日

常における投薬や処置については、保育所保育指針（厚生省）によって、子どもの主治医または嘱託医の指示

書に従うとともに、相互の連携が必要です。 

9. 持参するくすりについて 

医師が処方したくすりには必ず「薬の連絡票」を添付してください。なお「薬剤情報提供書」がある場合には、

それも添付してください。 

使用するくすりは 1回ずつに分けて、当日分のみご用意ください。 

袋や容器にお子さんの名前と日付を記載してください。 

 

一般社団法人 日本保育園保健協議会 


